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三田村三田村三田村三田村 嘉浩嘉浩嘉浩嘉浩（（（（個人会員個人会員個人会員個人会員））））

石田石田石田石田 正利正利正利正利 （団体会員）（団体会員）（団体会員）（団体会員） 太陽工業（株）太陽工業（株）太陽工業（株）太陽工業（株）

纐纈纐纈纐纈纐纈 卓也卓也卓也卓也 （団体会員）（団体会員）（団体会員）（団体会員） （株）エイト日本技術開発（株）エイト日本技術開発（株）エイト日本技術開発（株）エイト日本技術開発
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分科会メンバー分科会メンバー分科会メンバー分科会メンバー分科会メンバー分科会メンバー分科会メンバー分科会メンバー



背背背背 景景景景

研究成果が報告書の段階で終了しているものが多い研究成果が報告書の段階で終了しているものが多い研究成果が報告書の段階で終了しているものが多い研究成果が報告書の段階で終了しているものが多い。。。。国内外を国内外を国内外を国内外を

問わず問わず問わず問わず、、、、普及展開させるための技術資料が望まれている普及展開させるための技術資料が望まれている普及展開させるための技術資料が望まれている普及展開させるための技術資料が望まれている。。。。

目目目目 的的的的

NPONPONPONPO････LSALSALSALSAの過去の研究成果をアーカイブしの過去の研究成果をアーカイブしの過去の研究成果をアーカイブしの過去の研究成果をアーカイブし、、、、普及展開の可能性普及展開の可能性普及展開の可能性普及展開の可能性

を評価判定するを評価判定するを評価判定するを評価判定する。。。。展開可能な技術を絞り込み展開可能な技術を絞り込み展開可能な技術を絞り込み展開可能な技術を絞り込み、、、、ビジネス資料としビジネス資料としビジネス資料としビジネス資料とし

て活用可能な冊子などにして活用可能な冊子などにして活用可能な冊子などにして活用可能な冊子などにし、、、、技術の普及展開と会員企業のビジ技術の普及展開と会員企業のビジ技術の普及展開と会員企業のビジ技術の普及展開と会員企業のビジ

ネス展開ネス展開ネス展開ネス展開（（（（国内国内国内国内、、、、国外国外国外国外））））に寄与するに寄与するに寄与するに寄与する。。。。

活動の内容活動の内容活動の内容活動の内容

①①①①NPONPONPONPO････LSALSALSALSA、、、、LSLSLSLS研、研、研、研、CSCSCSCS研の報告書、出版物の調査を行い、普研の報告書、出版物の調査を行い、普研の報告書、出版物の調査を行い、普研の報告書、出版物の調査を行い、普

及展開可能な工法・要素技術を抽出する。及展開可能な工法・要素技術を抽出する。及展開可能な工法・要素技術を抽出する。及展開可能な工法・要素技術を抽出する。

②独自の評価基準を作成し、抽出された技術の評価・絞込みお②独自の評価基準を作成し、抽出された技術の評価・絞込みお②独自の評価基準を作成し、抽出された技術の評価・絞込みお②独自の評価基準を作成し、抽出された技術の評価・絞込みお

よび取組み優先順位の決定を行う。よび取組み優先順位の決定を行う。よび取組み優先順位の決定を行う。よび取組み優先順位の決定を行う。

③技術の内容に合わせた展開資料を作成する。③技術の内容に合わせた展開資料を作成する。③技術の内容に合わせた展開資料を作成する。③技術の内容に合わせた展開資料を作成する。

国内・海外普及展開用技術資料の作成フロー図国内・海外普及展開用技術資料の作成フロー図国内・海外普及展開用技術資料の作成フロー図国内・海外普及展開用技術資料の作成フロー図

国内展開技術国内展開技術国内展開技術国内展開技術 　　　海外展開技術　　　海外展開技術　　　海外展開技術　　　海外展開技術

　  

　 　

　

①～⑧がタスクチームの作業、⑨～⑪は国際委員会との協同作業

⑦海外展開対象技術の選定

海外展開利用

⑧英文ビジネス資料の作成

⑨最終処分場の基礎技術資料

会員の海外向け資料作成

⑪海外向け技術紹介パンフ作成

⑩ＣＳ処分場の紹介資料英文化

⑥-2評価シートの作成④対象技術の決定

⑤和文ビジネス資料の作成

国内展開利用

⑥海外展開技術の評価・絞込み

①研究成果一覧表の作成

②要素技術の抽出

③技術の検討･評価

③-1評価手法・評価項目の検討

③-2評価シートの作成

⑥-1海外向け評価項目の検討



評価シートの作成、技術の検討評価
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性

重み係数 3.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.5 0.5 1.0

項目評価 3.0 5.0 5.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0

評価点 9.0 5.0 5.0 4.0 4.0 4.0 1.5 1.5 3.0 37.0

項目評価 3.0 5.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0

評価点 9.0 5.0 4.0 3.0 4.0 4.0 1.5 3.0 4.0 37.5

項目評価 5.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 5.0

評価点 15.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 1.5 4.5 44.0

項目評価 2.5 3.0 2.0 3.5 3.5 3.0 2.0 2.0 4.5

評価点 7.5 3.0 2.0 3.5 3.5 3.0 1.0 1.0 4.5 29.0

　

テ

ー

マ

番

号

普及展開可能と思われる研究成果の項目
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妥当

性

評価

点の

合計

採否

1 （例）トレー型ユニット式処分場 ○

2

ＣＳ研

コストダウン研究ＷＧ

ハイブリッド型ＣＳ処分場

○

3

ＣＳ研

細部設計事例研究ＷＧ

被覆移設の検討

○

4

ＣＳ研

実証成果フィードバックＷＧ

課題と対策方法の整理

×

コメント

震災廃棄物早期埋立対策として有効。平

坦地での埋立可。　　　リーフレットを作成

し、震災対応に売り込むべき技術。

技術資料の作成など、フォローすべき事

項あり。

産業廃棄物処分場に有効。将来再資源

化するまでのストックヤードとしてＣＳ処分

場部が有効。埋立廃棄物種に応じたメリ

ハリのある処分場として売り込むべき技

術。

コスト削減に有効な技術である。ＣＳ処分

場の普及に大きく貢献する技術である。

実際の計画・設計・施工に役に立つノウ

ハウが多数列記されているが、集約され

た技術ではないため、展開普及が難し

い。

項目評価は、1～5点。評価点は、（項目評価）×（重み係数）。評価点合計の満点は、50点。

評価シートの例

H23年度に決定した対象技術と優先順位

3Ｒとエコ処分場の概念をまとめ、最終処分場に適用できる技術

を整理している。

ＡＰＬＡＳのビジネスセッションの資料として準備。（担当：下村：

英文化は国際委員会へ）

日本の最終処分場の歴史をまとめている。東南アジア諸国が必

要としている項目に注目しながらまとめる。既出版物と見比べな

がらの整理。

ＡＰＬＡＳのビジネスセッションの資料として準備。（担当：志々

目、川口：英文化まで）

嫌気から好気への切り替えによるガス回収と早期安定を図る

SLCとの共同研究。途上国には有効な技術と思われる。但し実

証データが不足。海外への技術供与可能性の検討はデータとし

て有用。東南アジア諸国が必要としている項目について整理

済。　　　　　　ＡＰＬＡＳのビジネスセッションの資料として準備。

（担当：則松、志々目：英文化まで）

トレー型ユニット式処分場とハイブリッド型処分場についてまとめ

ている。前者は、技術資料に近いレベルまで、後者は、コンセプ

トの整理とＰＲ用パンフレットの原案まで作成している。

ハイブリッド型処分場についてリーフレットにまとめてみる。不足

する技術も整理する。（担当：三田村）

コメント

震災廃棄物早期埋立対策として有効。平坦地での埋立可。

リーフレットを作成し、震災対応に売り込むべき技術。

技術資料の作成など、フォローすべき事項あり。

展開

の緊

急度

新規

性・

先導

性

社会

の期

待度

展開

成果

の寄

与度

適

用

場

面

展開

の実

現性

今

後

の

発

展

性

重み係数 3.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 0.5 0.5 1.0

項目評価 3.0 5.0 5.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0

評価点 9.0 5.0 5.0 4.0 4.0 4.0 1.5 1.5 3.0 37.0

項目評価 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0

9.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 2.0 2.0 4.0 34.0

項目評価 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0

評価点 9.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 2.0 2.0 4.0 34.0

項目評価 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0

評価点 9.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 2.0 2.0 4.0 34.0

項目評価 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0

評価点 12.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 2.0 2.0 3.0 39.0

3

3Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究

（Ｈ17～20：LS報告書）

③

2

最終処分場の歴史研究

（Ｈ18,19：LS報告書）

②

1

海外の最終処分場に関する研究分科会

（Ｈ22：LSCS報告書）

①

4

発展的処分場に関する研究

（Ｈ22：LSCS報告書）

ハイブリッド型ＣＳ処分場

（Ｈ19～20：CS報告書）

④

例 ユニット式トレー型ＣＳ処分場 済
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作成順

検討シートの一部



H24年度で作成した普及展開資料

1.... APALS BALI 2012向け資料の作成

（1） APALSの紹介

（2） 日本の処分場技術の紹介

・海外の最終処分場に関する研究（Ｈ・海外の最終処分場に関する研究（Ｈ・海外の最終処分場に関する研究（Ｈ・海外の最終処分場に関する研究（Ｈ22222222：：：：LSALSALSALSA報告書）報告書）報告書）報告書）

・最終処分場の歴史研究・最終処分場の歴史研究・最終処分場の歴史研究・最終処分場の歴史研究 （Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ18,1918,1918,1918,19：：：：LSLSLSLS報告書）報告書）報告書）報告書）

・・・・3333Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究

（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ17171717～～～～20202020：：：：LSLSLSLS報告書）報告書）報告書）報告書）

2.国内普及展開資料の作成

・ハイブリッド型ＣＳ処分場・ハイブリッド型ＣＳ処分場・ハイブリッド型ＣＳ処分場・ハイブリッド型ＣＳ処分場

（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ19191919～～～～20202020：：：：CSCSCSCS報告書、Ｈ報告書、Ｈ報告書、Ｈ報告書、Ｈ22222222：：：：LSALSALSALSA報告書）報告書）報告書）報告書）

・プレコントロールＣＳ処分場・プレコントロールＣＳ処分場・プレコントロールＣＳ処分場・プレコントロールＣＳ処分場 ＨＨＨＨ19191919～Ｈ～Ｈ～Ｈ～Ｈ20202020：：：：CSCSCSCS報告書）報告書）報告書）報告書）

・最終処分場の再生･延命化対策（Ｈ・最終処分場の再生･延命化対策（Ｈ・最終処分場の再生･延命化対策（Ｈ・最終処分場の再生･延命化対策（Ｈ14141414～～～～17171717：：：：LSLSLSLS報告書）報告書）報告書）報告書）

・大深度鉛直壁面の遮水工（Ｈ・大深度鉛直壁面の遮水工（Ｈ・大深度鉛直壁面の遮水工（Ｈ・大深度鉛直壁面の遮水工（Ｈ19191919～～～～20202020：ＣＳ報告書：ＣＳ報告書：ＣＳ報告書：ＣＳ報告書））））

APALSの紹介



NPO･LSAの展示ブースにAPLASパーマネント事務局を設

置し、APLASの組織、開催実績に関するポスターを展示。

APALS BALI 2012

・日 時：2012年10月8日～11日

・会 場：サヌールビーチホテル

（インドネシアバリ島南東部）

・登録参加者・・・約400名

・参加国・・・23か国

嫌気・好気切り替え技術の実験的研究。

韓国韓国韓国韓国

（嫌気性埋立）（嫌気性埋立）（嫌気性埋立）（嫌気性埋立）

SLCSLCSLCSLC

ガス回収技術ガス回収技術ガス回収技術ガス回収技術

日本日本日本日本

準好気性埋立）準好気性埋立）準好気性埋立）準好気性埋立）

LSCSLSCSLSCSLSCS

安定化技術安定化技術安定化技術安定化技術

既存埋立廃棄物への適用 新規埋立廃棄物への応用

Public grid

LFG Collection Well

Gas p re-treatment
Adjuster

Flaring

Gas Engine
Generator

M ethane

Landfill S ite

Transformer

日本の処分場技術の紹介

・海外の最終処分場に関する研究・海外の最終処分場に関する研究・海外の最終処分場に関する研究・海外の最終処分場に関する研究



海外の最終処分場に関する研究海外の最終処分場に関する研究海外の最終処分場に関する研究海外の最終処分場に関する研究

最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究



インドネシアの地方自治体から

多くの参加者があり、日本の処

分場の歴史「HISTORY & 
REGULATIONS OF 

WASTE LANDFILL IN 
JAPAN」の特別講演を行った。

また、NPO･LSA関連企業３社

が企業の技術紹介を行った。

最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究

特別講演 川口副理事長

日立造船㈱白木氏 アタカ大機㈱西氏 ㈱プランテック田中氏



NPO･LSAの展示ブースで、会員企業のパンフレットを

配布した。各100部展示し、ほぼ全量を配布した。

（配布企業一覧）

アタカ大機（株） ・（株）エイト日本技術開発 ・（株）エックス都市研究所

・鹿島建設（株） ・（株）神鋼環境ソリューション ・大成建設（株） ・大日本プラス

チックス（株） ・日本工営（株） ・（株）ボルクレイ・ジャパン ・八千代エンジニアリ

ング（株） ・日立造船（株） ・（株）プランテック ・（財）日本環境衛生センター

最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究最終処分場の歴史研究

3333Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究Ｒとエコ処分場の機能と役割に関する研究

廃棄物処理におけるエコ最終処分場の位置付けと機能を研究。廃棄物処理におけるエコ最終処分場の位置付けと機能を研究。廃棄物処理におけるエコ最終処分場の位置付けと機能を研究。廃棄物処理におけるエコ最終処分場の位置付けと機能を研究。



ハイブリッド型ＣＳ処分場ハイブリッド型ＣＳ処分場ハイブリッド型ＣＳ処分場ハイブリッド型ＣＳ処分場

二つの形式の処分場を１つに組合せることで、リスクに応じた埋立形式

を選択することができる処分場として提案。

ＣＳ型（ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体）＋ＯＰ型ＣＳ型（ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体）＋ＯＰ型ＣＳ型（ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体）＋ＯＰ型ＣＳ型（ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体）＋ＯＰ型 → ハイブリッド型処分場ハイブリッド型処分場ハイブリッド型処分場ハイブリッド型処分場

・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）

・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）

・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）



・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）・廃棄物のリスクに応じて埋立構造を選択（区分埋立等）

・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）・将来の資源として埋立廃棄物の再利用が容易（保管的位置付け）

・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）・リスクの高い焼却灰の埋立などの信頼性が高い（住民合意）



プレコントロールＣＳ処分場プレコントロールＣＳ処分場プレコントロールＣＳ処分場プレコントロールＣＳ処分場

前処理により廃止までの期間を短縮することで、計画的な跡地利用、

用地返還、トータルコストの削減を図る。

本概基念図

システムのフロー

■■■■埋立地と前処理部の連続式屋根埋立地と前処理部の連続式屋根埋立地と前処理部の連続式屋根埋立地と前処理部の連続式屋根

ご

み

搬

入

強

制

洗

浄

強

制

洗

浄

攪

拌

乾

燥

埋

立

処

分

排

水

処

理

安定化促進設備 脱水乾燥設備

前処理施設

■■■■廃棄物埋立前に安定化促進廃棄物埋立前に安定化促進廃棄物埋立前に安定化促進廃棄物埋立前に安定化促進

((((強制洗浄、攪拌乾燥後埋立強制洗浄、攪拌乾燥後埋立強制洗浄、攪拌乾燥後埋立強制洗浄、攪拌乾燥後埋立))))

■■■■焼却残渣と焼却残渣と焼却残渣と焼却残渣と((((破砕破砕破砕破砕))))不燃物を別々不燃物を別々不燃物を別々不燃物を別々

のラインで前処理のラインで前処理のラインで前処理のラインで前処理

■■■■区画埋立終了後は前処理施設区画埋立終了後は前処理施設区画埋立終了後は前処理施設区画埋立終了後は前処理施設

を移動を移動を移動を移動

 
廃棄物搬入廃棄物搬入廃棄物搬入廃棄物搬入 廃棄物判定廃棄物判定廃棄物判定廃棄物判定 埋立埋立埋立埋立

浸出水水質改善浸出水水質改善浸出水水質改善浸出水水質改善

安定化安定化安定化安定化

排出者記録

散水＋通気処理

浸出水水質分析

散水＋通気処理

浸出水水質分析

埋立位置・埋立量

浸出水データ

POINT 1

排出者ごとに

廃棄物を管理

POINT 2

搬入時に

目視で検査

POINT 3

浸出水の

水質で検査

POINT 5

浸出水

水質を改善

POINT 6

浸出水水質の

安定で埋立判断

POINT 7

浸出水水質安定で埋立

位置・量・品質の記録

散水
散水

通気 通気浸出水 浸出水

排出者と廃棄物性状の記録

埋立不適廃棄物は排除

浸出水水質の安定化で

埋立時期と浸出水質を推定

埋立位置と

埋立量の記録

POINT 4

受入初期に

埋立不適物を判断

埋立管理データの記録

排出者・埋立時性状・埋立位置・埋立量

POINT 8

トレーサビリティ

処分場再生等に活用

廃棄物搬入廃棄物搬入廃棄物搬入廃棄物搬入 廃棄物判定廃棄物判定廃棄物判定廃棄物判定 埋立埋立埋立埋立

浸出水水質改善浸出水水質改善浸出水水質改善浸出水水質改善

安定化安定化安定化安定化

排出者記録

散水＋通気処理

浸出水水質分析

散水＋通気処理

浸出水水質分析

埋立位置・埋立量

浸出水データ

POINT 1

排出者ごとに

廃棄物を管理

POINT 2

搬入時に

目視で検査

POINT 3

浸出水の

水質で検査

POINT 5

浸出水

水質を改善

POINT 6

浸出水水質の

安定で埋立判断

POINT 7

浸出水水質安定で埋立

位置・量・品質の記録

散水
散水

通気 通気浸出水 浸出水

排出者と廃棄物性状の記録

埋立不適廃棄物は排除

浸出水水質の安定化で

埋立時期と浸出水質を推定

埋立位置と

埋立量の記録

POINT 4

受入初期に

埋立不適物を判断

埋立管理データの記録

排出者・埋立時性状・埋立位置・埋立量

POINT 8

トレーサビリティ

処分場再生等に活用

前処理方式の管理システム



最終処分場の再生･延命化最終処分場の再生･延命化最終処分場の再生･延命化最終処分場の再生･延命化

調査技術調査技術調査技術調査技術 埋立物の種類・量、有害物質の所在埋立物の種類・量、有害物質の所在埋立物の種類・量、有害物質の所在埋立物の種類・量、有害物質の所在

シートの有無シートの有無シートの有無シートの有無、集排水設備等の破損、集排水設備等の破損、集排水設備等の破損、集排水設備等の破損

防止に留意防止に留意防止に留意防止に留意

掘削技術掘削技術掘削技術掘削技術 仮設、使用機械の選定、掘削手順等仮設、使用機械の選定、掘削手順等仮設、使用機械の選定、掘削手順等仮設、使用機械の選定、掘削手順等

乾燥技術乾燥技術乾燥技術乾燥技術 選別を容易にする前処理：自然乾燥、選別を容易にする前処理：自然乾燥、選別を容易にする前処理：自然乾燥、選別を容易にする前処理：自然乾燥、

風力乾燥、薬剤乾燥（生石灰等：ア風力乾燥、薬剤乾燥（生石灰等：ア風力乾燥、薬剤乾燥（生石灰等：ア風力乾燥、薬剤乾燥（生石灰等：ア

ンモニアの発生に留意）等ンモニアの発生に留意）等ンモニアの発生に留意）等ンモニアの発生に留意）等

選別技術選別技術選別技術選別技術 トロンメル型選別機、振動スクリーントロンメル型選別機、振動スクリーントロンメル型選別機、振動スクリーントロンメル型選別機、振動スクリーン

型選別機、風力併用振動選別機、揺型選別機、風力併用振動選別機、揺型選別機、風力併用振動選別機、揺型選別機、風力併用振動選別機、揺

動選別機等、上記動選別機等、上記動選別機等、上記動選別機等、上記の適正な選定組の適正な選定組の適正な選定組の適正な選定組

み合わせ技術み合わせ技術み合わせ技術み合わせ技術

破砕技術破砕技術破砕技術破砕技術 圧縮破砕機、衝撃破砕機、剪断破砕圧縮破砕機、衝撃破砕機、剪断破砕圧縮破砕機、衝撃破砕機、剪断破砕圧縮破砕機、衝撃破砕機、剪断破砕

機機機機等等等等

梱包・梱包・梱包・梱包・

減容化技術減容化技術減容化技術減容化技術

廃プラ混在廃プラ混在廃プラ混在廃プラ混在→→→→圧縮梱包、圧縮梱包、圧縮梱包、圧縮梱包、RDFRDFRDFRDF

圧縮・ホットバインド方式、スク圧縮・ホットバインド方式、スク圧縮・ホットバインド方式、スク圧縮・ホットバインド方式、スク

リュー方式リュー方式リュー方式リュー方式

運搬技術運搬技術運搬技術運搬技術 ダンプトラック、クローラダンプダンプトラック、クローラダンプダンプトラック、クローラダンプダンプトラック、クローラダンプ

等運搬車両の選定等運搬車両の選定等運搬車両の選定等運搬車両の選定

環境保全環境保全環境保全環境保全

技術技術技術技術

発生ガス対策と廃棄物層の崩発生ガス対策と廃棄物層の崩発生ガス対策と廃棄物層の崩発生ガス対策と廃棄物層の崩

壊対策、焼却灰中に含まれる壊対策、焼却灰中に含まれる壊対策、焼却灰中に含まれる壊対策、焼却灰中に含まれる

ダイオキシン類と発生ガスに含ダイオキシン類と発生ガスに含ダイオキシン類と発生ガスに含ダイオキシン類と発生ガスに含

まれる悪臭対策・粉塵対策まれる悪臭対策・粉塵対策まれる悪臭対策・粉塵対策まれる悪臭対策・粉塵対策

モニタリング技術モニタリング技術モニタリング技術モニタリング技術 工事中のモニタリング（作業環工事中のモニタリング（作業環工事中のモニタリング（作業環工事中のモニタリング（作業環

境モニタリング、周辺環境モニ境モニタリング、周辺環境モニ境モニタリング、周辺環境モニ境モニタリング、周辺環境モニ

タリング）、工事終了後に延命タリング）、工事終了後に延命タリング）、工事終了後に延命タリング）、工事終了後に延命

化された処分場の埋立管理と化された処分場の埋立管理と化された処分場の埋立管理と化された処分場の埋立管理と

してのモニタリングしてのモニタリングしてのモニタリングしてのモニタリング

・閉鎖された最終処分場の再生・再利用

・埋立容量を確保しつつ最終処分場を延命化

・不適正最終処分場の適正化

現在採用されている再生・リニューアル工法および要素技術



再生・延命化工法の概要再生・延命化工法の概要再生・延命化工法の概要再生・延命化工法の概要

減容化工法

高密度化工法高密度化工法高密度化工法高密度化工法

物理的に外力を加えて空隙を減少させ減容化する工法。物理的に外力を加えて空隙を減少させ減容化する工法。物理的に外力を加えて空隙を減少させ減容化する工法。物理的に外力を加えて空隙を減少させ減容化する工法。

再処理工法再処理工法再処理工法再処理工法

掘削、選別処理し、リサイクル材の除去・減容化を行った後に再度埋立。掘削、選別処理し、リサイクル材の除去・減容化を行った後に再度埋立。掘削、選別処理し、リサイクル材の除去・減容化を行った後に再度埋立。掘削、選別処理し、リサイクル材の除去・減容化を行った後に再度埋立。

容量増大工法

嵩上げ工法嵩上げ工法嵩上げ工法嵩上げ工法

処分場に土堰堤等を設置し、埋め立て地盤の嵩上げを行う工法。処分場に土堰堤等を設置し、埋め立て地盤の嵩上げを行う工法。処分場に土堰堤等を設置し、埋め立て地盤の嵩上げを行う工法。処分場に土堰堤等を設置し、埋め立て地盤の嵩上げを行う工法。

改造工法改造工法改造工法改造工法

遮水工や浸出水処理施設など、主要施設の改造を伴う延命化工法。遮水工や浸出水処理施設など、主要施設の改造を伴う延命化工法。遮水工や浸出水処理施設など、主要施設の改造を伴う延命化工法。遮水工や浸出水処理施設など、主要施設の改造を伴う延命化工法。

移し替え工法移し替え工法移し替え工法移し替え工法

同一敷地内の複数の埋立地を対象とし、選別移替え技術等を同一敷地内の複数の埋立地を対象とし、選別移替え技術等を同一敷地内の複数の埋立地を対象とし、選別移替え技術等を同一敷地内の複数の埋立地を対象とし、選別移替え技術等を

駆使して埋立容量全体を増大させる工法。駆使して埋立容量全体を増大させる工法。駆使して埋立容量全体を増大させる工法。駆使して埋立容量全体を増大させる工法。

再処理工

法

概要概要概要概要：廃棄物を掘削し、選別処理等を行って、リサイクル材：廃棄物を掘削し、選別処理等を行って、リサイクル材：廃棄物を掘削し、選別処理等を行って、リサイクル材：廃棄物を掘削し、選別処理等を行って、リサイクル材

の除去・減容化を行った後、再度、埋立を行う工法。の除去・減容化を行った後、再度、埋立を行う工法。の除去・減容化を行った後、再度、埋立を行う工法。の除去・減容化を行った後、再度、埋立を行う工法。

効果、適用性効果、適用性効果、適用性効果、適用性：これまでの再処理工法の事例では、最大で：これまでの再処理工法の事例では、最大で：これまでの再処理工法の事例では、最大で：これまでの再処理工法の事例では、最大で30303030

～～～～50505050％の減容化が可能％の減容化が可能％の減容化が可能％の減容化が可能 。有価物、可燃物の比率が高い。有価物、可燃物の比率が高い。有価物、可燃物の比率が高い。有価物、可燃物の比率が高い

と減容効果大。と減容効果大。と減容効果大。と減容効果大。

留意点留意点留意点留意点：再掘削に伴う浸出水、ガス、汚濁物の流出等に対す：再掘削に伴う浸出水、ガス、汚濁物の流出等に対す：再掘削に伴う浸出水、ガス、汚濁物の流出等に対す：再掘削に伴う浸出水、ガス、汚濁物の流出等に対す

る環境汚染への配慮と廃棄物掘削時の環境保全対策。る環境汚染への配慮と廃棄物掘削時の環境保全対策。る環境汚染への配慮と廃棄物掘削時の環境保全対策。る環境汚染への配慮と廃棄物掘削時の環境保全対策。



直壁大深度といった施工リスクに対する設計事例を調査し、安全な遮水

工の設置に関する設計方針を策定。

大深度鉛直壁面の遮水工の検討大深度鉛直壁面の遮水工の検討大深度鉛直壁面の遮水工の検討大深度鉛直壁面の遮水工の検討

●大深度２０ｍ壁への留意点

＊アスファルトシ－ト＊アスファルトシ－ト＊アスファルトシ－ト＊アスファルトシ－ト

・総足場／高所作業車による安全敷設

・融着温度管理、巻き降ろし精度の確保

＊アンカ－シ－ト＊アンカ－シ－ト＊アンカ－シ－ト＊アンカ－シ－ト

・型枠にシ－ト設置後、鉄筋組立て作業

・型枠ｾﾊﾟﾚ-ﾀ孔の補修がある

＊一般シ－ト＊一般シ－ト＊一般シ－ト＊一般シ－ト

・天端仮固定／固定方法

・シ－トのばたつき防止

＊吹きつけシ－ト（法面）＊吹きつけシ－ト（法面）＊吹きつけシ－ト（法面）＊吹きつけシ－ト（法面）

・厚みの管理

・落葉等吹きつけ面への異物

８．都市部立地８．都市部立地８．都市部立地８．都市部立地

（ｄ)中間処理施設との併設型

ご清聴ありがとうございました。



８．都市部立地８．都市部立地８．都市部立地８．都市部立地

（ｄ)中間処理施設との併設型

複合型ＣＳ処分場のイメージ

ご清聴ありがとうございました。



タスクフォ－スグループタスクフォ－スグループタスクフォ－スグループタスクフォ－スグループ

Ｔ２：Ｔ２：Ｔ２：Ｔ２：東日本大震災での処分場の東日本大震災での処分場の東日本大震災での処分場の東日本大震災での処分場の

あり方研究分科会あり方研究分科会あり方研究分科会あり方研究分科会

（（（（H23H23H23H23単年度のタスクフォ－ス）単年度のタスクフォ－ス）単年度のタスクフォ－ス）単年度のタスクフォ－ス）

大野大野大野大野 文良文良文良文良

平成２４年度 NPO・LSA 研究発表会

1

2

分科会メンバー分科会メンバー

氏名氏名氏名氏名    会社名会社名会社名会社名    氏名氏名氏名氏名    会社名会社名会社名会社名    

◎◎◎◎大野大野大野大野    文良文良文良文良    清水建設清水建設清水建設清水建設㈱㈱㈱㈱    ○○○○鈴木鈴木鈴木鈴木    大輔大輔大輔大輔    パシフィックコンサルタントパシフィックコンサルタントパシフィックコンサルタントパシフィックコンサルタント㈱㈱㈱㈱    

        青田青田青田青田    圭治圭治圭治圭治    アタカアタカアタカアタカ大機大機大機大機㈱㈱㈱㈱            中尾中尾中尾中尾    さやかさやかさやかさやか    ㈱㈱㈱㈱エイトエイトエイトエイト日本技術開発日本技術開発日本技術開発日本技術開発    

        安井安井安井安井    秀則秀則秀則秀則    ㈱㈱㈱㈱大本組大本組大本組大本組            吉村吉村吉村吉村    丈晴丈晴丈晴丈晴    ㈱㈱㈱㈱熊谷組熊谷組熊谷組熊谷組    

        上田上田上田上田    滋夫滋夫滋夫滋夫    個人会員個人会員個人会員個人会員            加納加納加納加納    光光光光    個人会員個人会員個人会員個人会員    

        鵜飼鵜飼鵜飼鵜飼    亮行亮行亮行亮行    五洋建設五洋建設五洋建設五洋建設㈱㈱㈱㈱            松山松山松山松山    眞三眞三眞三眞三    大日本大日本大日本大日本プラステックスプラステックスプラステックスプラステックス㈱㈱㈱㈱    

        木塚木塚木塚木塚    正純正純正純正純    ㈱㈱㈱㈱日本環境工学設計事務所日本環境工学設計事務所日本環境工学設計事務所日本環境工学設計事務所            坂本坂本坂本坂本    篤篤篤篤    日本国土開発日本国土開発日本国土開発日本国土開発㈱㈱㈱㈱    

        弘末弘末弘末弘末    文紀文紀文紀文紀    ㈱㈱㈱㈱間組間組間組間組            山田山田山田山田    裕己裕己裕己裕己    ㈱㈱㈱㈱フジタフジタフジタフジタ    

        一丸一丸一丸一丸    敏則敏則敏則敏則    ㈱㈱㈱㈱不動不動不動不動テトラテトラテトラテトラ            則松則松則松則松    勇勇勇勇    ㈱㈱㈱㈱ボルクレイ・ジャパンボルクレイ・ジャパンボルクレイ・ジャパンボルクレイ・ジャパン    

        澤井澤井澤井澤井    淳司淳司淳司淳司    三井住友建設三井住友建設三井住友建設三井住友建設㈱㈱㈱㈱            

堀井堀井堀井堀井    安雄安雄安雄安雄    クボタクボタクボタクボタ環境環境環境環境サービスサービスサービスサービス㈱㈱㈱㈱    小谷克己小谷克己小谷克己小谷克己    個人会員個人会員個人会員個人会員    

 



3

研究の目的（変更）研究の目的（変更）

当初の検討項目から、放射能関連が避けられないとして

１．１．１．１．東日本大震災の概要、がれき処理事例、復興計画東日本大震災の概要、がれき処理事例、復興計画東日本大震災の概要、がれき処理事例、復興計画東日本大震災の概要、がれき処理事例、復興計画

２．２．２．２．処分場の早期建設処分場の早期建設処分場の早期建設処分場の早期建設（材料、設計、施工、水処理）（材料、設計、施工、水処理）（材料、設計、施工、水処理）（材料、設計、施工、水処理）

３３３３．．．．既存処分場の既存処分場の既存処分場の既存処分場の増築、容量アップ増築、容量アップ増築、容量アップ増築、容量アップ

４４４４．．．．放射能への対応放射能への対応放射能への対応放射能への対応

＊埋立管理：＊埋立管理：＊埋立管理：＊埋立管理：8000Bq/kg以下、超えるもの以下、超えるもの以下、超えるもの以下、超えるもの

＊あるべき姿、トレ－型などでの対応＊あるべき姿、トレ－型などでの対応＊あるべき姿、トレ－型などでの対応＊あるべき姿、トレ－型などでの対応

4

１．１．１．１．東日本大震災の概要東日本大震災の概要東日本大震災の概要東日本大震災の概要



5

１．１．１．１．ガレキ処理事例ガレキ処理事例ガレキ処理事例ガレキ処理事例

宮城県のガレキ処理

・発注：環境生活部震災廃棄物対策課

・期限：平成２６年３月末

・処理対象：

災害廃棄物

木くず、粗大・混合ゴミ(可燃）、コンクリートくず、

アスファルトくず、粗大・混合ゴミ（不燃）、金属くず

津波堆積物(土砂)

6

１．１．１．１．ガレキ処理事例ガレキ処理事例ガレキ処理事例ガレキ処理事例

Ⅰ．二次仮置場の設計・施工

中間処理施設：破砕・選別施設

焼却処理施設

貯留搬出施設等

Ⅱ．一次仮置場から二次仮置場への災害廃棄物等の運搬

Ⅲ．二次仮置場での中間処理（各種施設の運営・維持管理）

Ⅳ．中間処理物のリサイクル、最終処分先への運搬・処分

Ⅴ．災害廃棄物等処理完了後の施設の解体・撤去



7

１．１．１．１．ガレキ処理事例ガレキ処理事例ガレキ処理事例ガレキ処理事例

8

１．１．１．１．復興計画復興計画復興計画復興計画

復興計画：復興計画：復興計画：復興計画： 岩沼市岩沼市岩沼市岩沼市 千年希望の丘千年希望の丘千年希望の丘千年希望の丘

・海岸地域に「津波除け千年希望の丘」を作る計画・海岸地域に「津波除け千年希望の丘」を作る計画・海岸地域に「津波除け千年希望の丘」を作る計画・海岸地域に「津波除け千年希望の丘」を作る計画

・高さ・高さ・高さ・高さ10～～～～20mの小高い丘を何重にも築き、の小高い丘を何重にも築き、の小高い丘を何重にも築き、の小高い丘を何重にも築き、

丘の高さと樹木によって津波の対策とする丘の高さと樹木によって津波の対策とする丘の高さと樹木によって津波の対策とする丘の高さと樹木によって津波の対策とする

・瓦やコンクリートなどのガレキを活用して作る・瓦やコンクリートなどのガレキを活用して作る・瓦やコンクリートなどのガレキを活用して作る・瓦やコンクリートなどのガレキを活用して作る

・丘に植栽などを行い、憩いの場、そして避難所にもなる・丘に植栽などを行い、憩いの場、そして避難所にもなる・丘に植栽などを行い、憩いの場、そして避難所にもなる・丘に植栽などを行い、憩いの場、そして避難所にもなる

8



9

２．２．２．２．処分場の早期建設処分場の早期建設処分場の早期建設処分場の早期建設（材料、設計、施工、水処理）（材料、設計、施工、水処理）（材料、設計、施工、水処理）（材料、設計、施工、水処理）

●設計・施工●設計・施工●設計・施工●設計・施工

方方方方    策策策策    概概概概    要要要要    

使用重機の大型化使用重機の大型化使用重機の大型化使用重機の大型化    単位時間当たりの施工能率を上げ単位時間当たりの施工能率を上げ単位時間当たりの施工能率を上げ単位時間当たりの施工能率を上げ、、、、工程工程工程工程短縮短縮短縮短縮    

施工パーティー数の増加施工パーティー数の増加施工パーティー数の増加施工パーティー数の増加    

可能な限り並行作業ができる工種可能な限り並行作業ができる工種可能な限り並行作業ができる工種可能な限り並行作業ができる工種はははは、施工パーティー数を、施工パーティー数を、施工パーティー数を、施工パーティー数を

増加増加増加増加させさせさせさせ工程工程工程工程短縮短縮短縮短縮    

構造・形状の単構造・形状の単構造・形状の単構造・形状の単純化純化純化純化    

（設計からの検討→）設計段階で、処分場の構造および形（設計からの検討→）設計段階で、処分場の構造および形（設計からの検討→）設計段階で、処分場の構造および形（設計からの検討→）設計段階で、処分場の構造および形

状の簡略化を図り、現地作業の状の簡略化を図り、現地作業の状の簡略化を図り、現地作業の状の簡略化を図り、現地作業の効率効率効率効率化、作業ロス化、作業ロス化、作業ロス化、作業ロス

の縮減の縮減の縮減の縮減により、工期短縮により、工期短縮により、工期短縮により、工期短縮    

造成数量の見直し造成数量の見直し造成数量の見直し造成数量の見直し    

（設計からの検討→）設（設計からの検討→）設（設計からの検討→）設（設計からの検討→）設計段階で造成数量を最小化し、現計段階で造成数量を最小化し、現計段階で造成数量を最小化し、現計段階で造成数量を最小化し、現

地作業の軽減を図り工期短縮地作業の軽減を図り工期短縮地作業の軽減を図り工期短縮地作業の軽減を図り工期短縮    

使用部材の大型化使用部材の大型化使用部材の大型化使用部材の大型化    

（材料からの検討→）貯留構造物や配管類を大型化・長尺（材料からの検討→）貯留構造物や配管類を大型化・長尺（材料からの検討→）貯留構造物や配管類を大型化・長尺（材料からの検討→）貯留構造物や配管類を大型化・長尺

化したものを化したものを化したものを化したものを使用し、設置手間の省力化使用し、設置手間の省力化使用し、設置手間の省力化使用し、設置手間の省力化によによによにより工り工り工り工

程程程程短縮短縮短縮短縮    

設備等のユニット化設備等のユニット化設備等のユニット化設備等のユニット化    

（工場生産品の使用率を高める）（工場生産品の使用率を高める）（工場生産品の使用率を高める）（工場生産品の使用率を高める）    

（材料からの検討→）浸出水集排水管や雨水排水溝のユニ（材料からの検討→）浸出水集排水管や雨水排水溝のユニ（材料からの検討→）浸出水集排水管や雨水排水溝のユニ（材料からの検討→）浸出水集排水管や雨水排水溝のユニ

ット化。遮水シートの幅広加工や事前組合せセッット化。遮水シートの幅広加工や事前組合せセッット化。遮水シートの幅広加工や事前組合せセッット化。遮水シートの幅広加工や事前組合せセッ

ト化などト化などト化などト化など    

短距離の調達（資材・処分等）短距離の調達（資材・処分等）短距離の調達（資材・処分等）短距離の調達（資材・処分等）    

交通渋滞の回避交通渋滞の回避交通渋滞の回避交通渋滞の回避    

震災復興工事が重複し、資材調達や廃棄物運搬などの際に震災復興工事が重複し、資材調達や廃棄物運搬などの際に震災復興工事が重複し、資材調達や廃棄物運搬などの際に震災復興工事が重複し、資材調達や廃棄物運搬などの際に

交通渋滞により効率が低下する交通渋滞により効率が低下する交通渋滞により効率が低下する交通渋滞により効率が低下するため、コンクリート製品のため、コンクリート製品のため、コンクリート製品のため、コンクリート製品の

製造等は現地プラントにて製造等は現地プラントにて製造等は現地プラントにて製造等は現地プラントにて行うこと行うこと行うこと行うことにより工期短縮により工期短縮により工期短縮により工期短縮    

専用工事道路の整備専用工事道路の整備専用工事道路の整備専用工事道路の整備    工事工事工事工事専用専用専用専用の仮設道路または復興道路の整備の仮設道路または復興道路の整備の仮設道路または復興道路の整備の仮設道路または復興道路の整備    

 

9

10

３３３３．．．．既存処分場の既存処分場の既存処分場の既存処分場の増築、容量アップ増築、容量アップ増築、容量アップ増築、容量アップ

10
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４４４４．．．．放射能への対応放射能への対応放射能への対応放射能への対応

1 耐放射線材料

1.1 高分子材料の放射線劣化のメカニズム

1.2 耐放射線材料例

2 放射性物質吸着材料

2.1 ゼオライトの放射性物質の吸着メカニズム

2.2 吸着材料例

3 その他関連材料

3.1 仮設テント例

3.2 フレキシブルコンテナ例

材料関係の動向

12

４４４４．．．．放射能への対応放射能への対応放射能への対応放射能への対応

（１）8000Bq/kg以下の放射性廃棄物の埋立

水を嫌う放射性 と 水を入れる管理型

安定化や廃止までをどう管理するか？？

・既設埋立物の上に埋め立てる場合（ＯＰ／ＣＳ）

・別区画に新規に埋め立てる場合

・新規ＯＰ／ＣＳに埋め立てる場合

・上記で仮置きの場合（再運搬ありの場合）
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４４４４．．．．放射能への対応放射能への対応放射能への対応放射能への対応

クローズド処分場を活用（区画埋立の例）

 

通常の廃棄物 

保護土 

遮水シート 

土壌層 

放射性廃棄物 

屋 根 

計画散水 

浸出水 

○放射性廃棄物の分離 

○水との接触の回避 

○通常廃棄物の安定化確保 

セシウム吸着層セシウム吸着層セシウム吸着層セシウム吸着層

３元３元３元３元    

管理管理管理管理    

制度制度制度制度    内容内容内容内容    権利権利権利権利    義務義務義務義務    人間社会人間社会人間社会人間社会    

での形での形での形での形    

事業事業事業事業    

計 画計 画計 画計 画

設 計設 計設 計設 計

施 工施 工施 工施 工

管理管理管理管理    

資格制度資格制度資格制度資格制度    

責任制度責任制度責任制度責任制度    

資格者が責任を持っ資格者が責任を持っ資格者が責任を持っ資格者が責任を持っ

て事業に当れば、失敗て事業に当れば、失敗て事業に当れば、失敗て事業に当れば、失敗

は少ない。は少ない。は少ない。は少ない。    

資格取得・登資格取得・登資格取得・登資格取得・登

録・実務録・実務録・実務録・実務    

資格試験・資格試験・資格試験・資格試験・継継継継

続続続続学習・責任学習・責任学習・責任学習・責任

者者者者サインサインサインサイン    

生活生活生活生活    

教育教育教育教育    

検査検査検査検査    

    計画計画計画計画

設 計設 計設 計設 計

施 工施 工施 工施 工

管理管理管理管理    

検査制度検査制度検査制度検査制度    

補修制度補修制度補修制度補修制度    

能力ある第三者が検能力ある第三者が検能力ある第三者が検能力ある第三者が検

査し、悪ければ直すこ査し、悪ければ直すこ査し、悪ければ直すこ査し、悪ければ直すこ

とにすれば、失敗は少とにすれば、失敗は少とにすれば、失敗は少とにすれば、失敗は少

なくなる。なくなる。なくなる。なくなる。    

検査 者資格検査 者資格検査 者資格検査 者資格

取得・登録・取得・登録・取得・登録・取得・登録・

実行実行実行実行    

掛金・基金の掛金・基金の掛金・基金の掛金・基金の

低減低減低減低減    

資格試験、資格試験、資格試験、資格試験、継継継継

続続続続学習、責任学習、責任学習、責任学習、責任

サインサインサインサイン    

健康診断健康診断健康診断健康診断    

予防接種予防接種予防接種予防接種    

治療治療治療治療    

補償補償補償補償    

    計画計画計画計画

設 計設 計設 計設 計

施 工施 工施 工施 工

管理管理管理管理    

保険制度保険制度保険制度保険制度    

基金制度基金制度基金制度基金制度    

最大の努力の結果、失最大の努力の結果、失最大の努力の結果、失最大の努力の結果、失

われた損害は、金銭保われた損害は、金銭保われた損害は、金銭保われた損害は、金銭保

証で、安心を証で、安心を証で、安心を証で、安心を得るしか得るしか得るしか得るしか

ない。ない。ない。ない。    

保険・基金の保険・基金の保険・基金の保険・基金の

受領受領受領受領    

補償減免補償減免補償減免補償減免    

資格 者によ資格 者によ資格 者によ資格 者によ

る事業、機能る事業、機能る事業、機能る事業、機能

検査検査検査検査    

健康・生命保健康・生命保健康・生命保健康・生命保

険険険険    

貯金・不動産貯金・不動産貯金・不動産貯金・不動産

担保担保担保担保    
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5.4 あるべき処分場の姿（構造と維持管理）

小谷克己氏資料より



主 査：宇佐見貞彦

副 主 査：工藤 賢悟

メンバ－：加納光、松山眞三、志々目正高、野々田充、

原田高志、山本実、纐纈拓也、柴田健司、今村真一郎

アドバイザー：今泉繁良

T-3

②最終 

急速変形：1mm/min

緩速変形：1mm/day

試験速度 試験項目

急速変形

変形挙動

透水性

緩速変形

変形挙動

透水性

ベントナイト混合土は変形速度に

関係なく、ひび割れが発生して破

断する。その時の沈下量は数cm
程度である。



実験No. 凹枠深mm 厚さmm スパンL せん断スパ

ン比

密度(g/cm3) Dc％ 最大荷重

kPa

中央沈下量

mm

クラックの

種類

① 30 100 300

1.5

1.84 97.9 166.7 14 なし

② 50 100 300

1.5

1.841 98.3 88.26 12 せん断

③ 80 100 300

1.5

1.87 99.35 107.8 14.5 せん断

④ 50 100 300

1.5

1.78 94.6 98 11 せん断

⑤ 80 100 300

1.5

1.744 93 68.65 30 せん断・曲

げ

⑥ 80 50 400

4

1.85 98.4 0 40 せん断・曲

げ

⑦ 80 100 400

2

1.88 100.31 58.8 23.7 曲げ・せん

断

⑧ 80 200 400

1

1.79 95.2 98 39.67 せん断

⑨ 80 100 500

2.5

1.84 98.3 29.4 12.81 曲げ・せん

断

⑩ 80 200 500

1.25

1.76 93.7 107.8 30 せん断

沈下

開始点 発生 50％進行 貫通

沈下量（mm） 1.0 7.0 9.8 11.0

支持荷重（N） 2916 1786 1884 1889

沈下量（mm） 1.1 2.2 18.9

支持荷重（N） 3567 3028 1977

沈下量（mm） 1.1 13.1 21.9

支持荷重（N） 3403 1615 1024

10ｍｍ 発生せず

ケース

亀裂状況

無

6.4ｍｍ 発生せず



集水用底盤と設置状況 底盤溝に埋めたビーズ

0.0E+00

2.0E-06

4.0E-06

6.0E-06

8.0E-06

1.0E-05

1.2E-05

1.4E-05

1.6E-05

1.8E-05

2.0E-05

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500 5,000

透
水
係
数
（
c
m
/
s
）

経過時間 (分)

ＧＮなし30mm沈下

ＧＮあり沈下なし

ＧＮあり30mm沈下

• 時間の経過とともに時間の経過とともに時間の経過とともに時間の経過とともに

ベントナイト混合土ベントナイト混合土ベントナイト混合土ベントナイト混合土

の透水係数が低下の透水係数が低下の透水係数が低下の透水係数が低下

• 通水・プレ膨潤後通水・プレ膨潤後通水・プレ膨潤後通水・プレ膨潤後の

ベントナイト混合土

にクラックが生じるクラックが生じるクラックが生じるクラックが生じる

と、局所的な水道がと、局所的な水道がと、局所的な水道がと、局所的な水道が

できて漏水量が健できて漏水量が健できて漏水量が健できて漏水量が健

全な状態より増加全な状態より増加全な状態より増加全な状態より増加

• プレ膨潤していないプレ膨潤していないプレ膨潤していないプレ膨潤していない

ベントナイト混合土

に通水した場合、クククク

ラックの有無に拘わラックの有無に拘わラックの有無に拘わラックの有無に拘わ

らず漏水量に差異らず漏水量に差異らず漏水量に差異らず漏水量に差異

が生じないが生じないが生じないが生じない



①変形透水試験器を連続通水・連続計測が可能なように改良

②長時間通水試験による飽和までの透水係数の経時的変化を把握

③ジオネットを敷設したベントナイト混合土の変形解析モデルを確立

④以上の結果から、適正な遮水工の設計法と構造の提案を行うこと

①ベントナイト混合土の許容沈下量は許容沈下量は許容沈下量は許容沈下量は10～～～～30mm程度

②クラック部の飽和透水係数は、測定当初は健全部よりも1オーダー大きく、100

時間程度経過すれば健全部と大差時間程度経過すれば健全部と大差時間程度経過すれば健全部と大差時間程度経過すれば健全部と大差なしなしなしなし

③クラック部は飽和に至るまでの通水量と漏水量が健全部に比べて多い

④ベントナイト混合土の変形挙動は、単純梁と仮定したモデルにより、精度高く単純梁と仮定したモデルにより、精度高く単純梁と仮定したモデルにより、精度高く単純梁と仮定したモデルにより、精度高く

再現再現再現再現できる

⑤沈下速度が遅くなると、ベントナイト混合土が破断する時点の最大荷重も大き

くなる。ただし、許容沈下量は沈下速度に関係しない許容沈下量は沈下速度に関係しない許容沈下量は沈下速度に関係しない許容沈下量は沈下速度に関係しない。

⑥強度の高いジオネット（強度の高いジオネット（強度の高いジオネット（強度の高いジオネット（N-23）で補強すると、許容沈下量が増大）で補強すると、許容沈下量が増大）で補強すると、許容沈下量が増大）で補強すると、許容沈下量が増大

⑦時間の経過とともにベントナイト混合土の透水係数が低下

⑧クラックが生じたプレ膨潤プレ膨潤プレ膨潤プレ膨潤後後後後ベントナイト混合土ベントナイト混合土ベントナイト混合土ベントナイト混合土はははは、局所的な水道ができて漏、局所的な水道ができて漏、局所的な水道ができて漏、局所的な水道ができて漏

水量が健全な状態より増加水量が健全な状態より増加水量が健全な状態より増加水量が健全な状態より増加

⑨プレ膨潤していないプレ膨潤していないプレ膨潤していないプレ膨潤していない場合場合場合場合、クラックの有無に拘わらず漏水量に差異が生じない、クラックの有無に拘わらず漏水量に差異が生じない、クラックの有無に拘わらず漏水量に差異が生じない、クラックの有無に拘わらず漏水量に差異が生じない

*

*2011年度 連続通水と自動計測装置の開発と予備試験

*2012年度 層厚を変化させた通水試験、現場大型実験

CASE 1  BMS層厚10cmの小型模型実験（飽和後通水）

CASE 2  BMS層厚20cmの小型模型実験(不飽和通水)

CASE 3  現場大型実験(BMS層厚50cm)

*2013年度 追加実験、実験結果の分析と評価
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①液体パッキンによる側面漏水防止

②粉末ベントナイト散布

③ベントナイト含浸シート敷設

④砂と注水パイプの設置





クラック

50%貫通

クラック貫通



*

*



*



No. 亀裂発達度亀裂発達度亀裂発達度亀裂発達度 通過通過通過通過水水水水 遮水性能遮水性能遮水性能遮水性能

Step1 0% なし ○

Step2 50% なし ○

Step3
100%

(亀裂貫通)
あり ×

*BMS 層が20cm の場合、10cm と比較して、亀裂が発生・層

厚の50％まで進展・貫通するに要する沈降量は大きい。

*亀裂がBMS 層厚の50％程度まで進行した状態では、層厚が

10cm の場合に送水初期で通過水が見られたが、130 分後分後分後分後にににに

停止停止停止停止した。他方、層厚20cm では通過水が見られず、この亀

裂状態では遮水性が確保されることが期待できた。

*亀裂がBMS 層を貫通した状態では通過水が継続し、遮水性が

低下した。また、ベントナイトは洗い出されていた。



*

*



(a)木製型枠の設置 (b)GNの敷設 (c)BMSの投入

(d)BMS層の転圧 (e)土層上面の傷つけ (f)保護土の敷設

*

*

(a) GN無、空洞5cm (b)GN無、空洞20cm (c)GN有、空洞20cm



*

円筒外周の状況

実験用水槽の全様

水位計測装置の設置



*
ケース③（ケース③（ケース③（ケース③（GNGNGNGN無、空洞無、空洞無、空洞無、空洞10cm10cm10cm10cm）））） ケース④（ケース④（ケース④（ケース④（GNGNGNGN有、空洞有、空洞有、空洞有、空洞10cm10cm10cm10cm））））

ケース①（ケース①（ケース①（ケース①（GNGNGNGN無、空洞無）無、空洞無）無、空洞無）無、空洞無） ケース②（ケース②（ケース②（ケース②（GNGNGNGN無、空洞無、空洞無、空洞無、空洞5cm5cm5cm5cm））））

*



*

(a)土層底部からの噴出水 (b)亀裂の状況 (c)ベントナイトの洗い出し

*

*空洞の深さが深いほど、亀裂の進行も早まる。

*亀裂の貫通は、載荷時に起きる。

*土層上面亀裂幅も空洞の深さが増すにつれて大
きくなる。

*GNを敷設すると亀裂の発生・進行が１/２程度

となる。

*沈下が5cm以下であれば亀裂がBMS層を貫通し

ない。



*

No. 亀裂発達度亀裂発達度亀裂発達度亀裂発達度 通過水通過水通過水通過水 遮水性遮水性遮水性遮水性

CASE1 0% なし ○○○○

CASE2 50% なし ○○○○

CASE3 100%(亀裂貫通亀裂貫通亀裂貫通亀裂貫通) ありありありあり ××××

�初期亀裂幅が2mm以上でベントナイトは洗い流される。

�亀裂幅が1mm以下の場合には、約100分までは急激な浸透量

の増加が見られるが、その後約3.5~7日かけて浸透量が減少し

ていく。

�遮水性能を維持するための許容沈下量は、GN敷設時で10cm

以下

�GNを敷設しない場合は5cm以下

*

*BMS層厚10cmと20cmについて亀裂が発生した場合の遮

水性能の変化を測定できた。ただし、ジオネットは敷設

していない。

*現場沈降実験では、前後方にBMS層が膨張した結果、ジ

オネットの拘束効果が十分に機能しなかった。

1. 小型模型実験によるジオネットで補強したベントナイ
ト混合土の挙動と遮水性変化

2. 大型現場実験による前後面拘束状態にやける沈降・浸
透実験
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